
２０２１年 ２月１５日 

大 飯 発 電 所 

 

大飯発電所４号機  

中央制御室外原子炉停止盤における計器指示値不良に伴う運転上の制限の

逸脱について 

 

１．事象発生日時 

２０２１年２月８日（月）０８時１０分 

（運転上の制限を満足していないと判断した日時） 

 

２．事象発生前の状況 

第１７回定期検査中（モード１、調整運転中） 

 

３．事象発生の状況                    （添付資料－１～３） 

   大飯発電所４号機は定格熱出力一定運転中（電気出力１２２０ＭＷ、蒸気発生

器熱出力３４１２．６ＭＷ、第１７回定期検査の調整運転中）のところ、２０２

１年２月８日、０７時４０分頃、４号機中央制御室外原子炉停止盤※１（以下、Ｅ

Ｐ盤という）（管理区域外）において、「中央制御室外原子炉停止盤計器指示値確

認試験」中の運転員が、加圧器圧力指示計（以下、当該指示計という）が通常値

（約１５．４ＭＰａ）より高い（１６．２５ＭＰａ）ことを確認した。 
   中央制御室の加圧器圧力の指示値を確認したところ、４チャンネルある加圧器

圧力計指示値は全て約１５．４ＭＰａであり、他のパラメータも安定しているこ

とから、０８時１０分に当直課長がＥＰ盤の指示値が正しく指示していないとし

て、保安規定第３４条に定める運転上の制限を満足していないと判断した。 
  その後、加圧器圧力信号ライン（原子炉安全保護計装盤（以下、計器ラックと

いう）から当該指示計）を点検した結果、当該指示計単体への模擬入力値に対し

て出力が高めに指示していたことから、当該指示計の不良と判断した。 
当該指示計を予備品に取替えたところ、中央制御室の指示値と同じ約１５．４

ＭＰａを指示し、指示値の確認試験にて、加圧器圧力指示計の健全性に問題がな

いことを確認したことから、同日２２時１５分に保安規定の運転上の制限を満足

している状態に復帰したことを当直課長が判断した。 
   なお、本事象による環境への放射能の影響は無い。 
 

※１：中央制御室が使用できなくなった場合に、原子炉停止後の状態を維持、監視する装置 

 

（時系列）                          

２月８日 

０７時３０分～ 

０７時４０分  中央制御室外原子炉停止盤計器指示値確認試験実施 

当該指示計が通常値（約１５．４ＭＰａ）より高い（１６．２

５ＭＰａ）ことを確認 

０８時１０分  当直課長は、保安規定第３４条の運転上の制限を満足していな
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いと判断 

１３時００分  点検作業開始 

２２時００分  点検作業終了 

２２時１０分～  

２２時１５分  中央制御室外原子炉停止盤計器指示値確認試験実施 

２２時１５分  当直課長は、ＥＰ盤の加圧器圧力指示計が動作可能であること

を確認し、保安規定第３４条の運転上の制限を満足しているこ

とを判断 

 
４．原因調査                        （添付資料－４） 

ＥＰ盤加圧器圧力計指示不良の原因について、ＦＴ図に基づき以下のとおり調

査を実施した。 

（１）伝送器（ＰＴ－４５１）             （添付資料－５，６，８） 

ａ．検出部の不良 
伝送器不良の場合、他指示計も同様に高め指示となるが、当該指示計以外の

安全保護アナログ監視パネル、プラント計算機指示は通常指示値（約１５．４

ＭＰａ）であることから要因の可能性はない。 

 ｂ．端子箱内端子の緩み 

    端子に緩みが生じた場合、指示にふらつきが生じるが、変動は認められず、

当該指示計以外の安全保護アナログ監視パネル、プラント計算機指示は通常指

示（約１５．４ＭＰａ）であることから要因の可能性はない。 

（２）ＬＣスリーブ部※２ 

ａ．ＬＣスリーブ部の断線、短絡（格納容器側端子箱） 

    断線、短絡傾向にある場合、指示が低下となるが、当該指示計以外の安全保

護アナログ監視パネル、プラント計算機指示は通常指示値（約１５．４ＭＰａ）

であることから要因の可能性はない。 

（３）ペネトレーション※３ 

ａ．ケーブルの断線、短絡 

   断線、短絡傾向にある場合、指示が低下となるが、当該指示計以外の安全保

護アナログ監視パネル、プラント計算機指示は通常指示値（約１５．４ＭＰａ）

であることから要因の可能性はない。 

（４）信号ケーブル 

ａ．ケーブルの断線、短絡 

   断線、短絡傾向にある場合、指示が低下となるが、当該指示計以外の安全保

護アナログ監視パネル、プラント計算機指示は通常指示値（約１５．４ＭＰａ）

であることから要因の可能性はない。 

ｂ．端子の緩み（ペネトレーション端子箱（アニュラス側）） 

   端子に緩みが生じた場合、指示にふらつきが生じるが、変動は認められず、

当該指示計以外の安全保護アナログ監視パネル、プラント計算機指示は通常指

示値（約１５．４ＭＰａ）であることから要因の可能性はない。 

（５）計器ラック 

ａ．入力カードの不良 

   入力カード不良の場合、他指示計も同様に高め指示となるが、当該指示計以

外のプラント計算機指示は通常指示値（約１５．４ＭＰａ）であることから要
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因の可能性はない。 

ｂ．出力カードの特性不良 

当該アナログ出力カードのタッピング確認結果、異常は認められなかった。 

また、カード出力電圧確認の結果、現状の信号レベルに相当する電圧値であり

アナログ出力カード確認試験※４（以下、ＡＯ試験）の結果についても、入力し

たデジタル値に相当する電圧値が出力されており、また、当該電圧値は許容誤

差内で異常がないことを確認した。 

ｃ．分配モジュール 

   ＡＯ試験として出力カード－分配モジュール－当該指示計を対象に出力カ

ードにデジタル値を入力し、出力値を確認した結果、入力に対して出力が高め

に指示していることを確認した。 

なお、指示計単体試験の結果、許容誤差を逸脱しており、指示計単体不良と

判断できるため、分配モジュールについては、異常はない。 

ｄ．出力端子の緩み 

   当該指示計出力用端子に緩みが生じた場合、指示にふらつきが生じるが、変

動は認められず、振動等による緩みが発生する環境ではないため要因の可能性

はない。 

（６）圧力指示計（ＰＩ－４５１Ｅ） 

ａ．圧力指示計の特性不良 

外観点検および当該指示計のタッピング確認の結果、異常は認められなかっ

た。 

また、当該指示計の単体試験を実施した結果、入力に対して出力が高めに指

示しており指示計特性不良であることが確認した。 

ｂ．端子の緩み 

   端子に緩みが生じた場合、指示にふらつきが生じるが、変動は認められず、

振動等による緩みが発生する環境ではないため要因の可能性はない。 

 

※２：事故時の耐震環境性を考慮して、ペネトレーションの電気配線と伝送器の信号ケーブルを熱収縮

チューブで接続した箇所 

※３：原子炉格納容器電気配線貫通部 

※４：計器ラックにアナログ出力データを設定し、アナログ出力カードおよび指示計の出力を確認する

試験 

 

５．当該指示計について 

当該指示計は、使用開始後１ヶ月後程度の期間で不良が認められたものである。

不良が認められるまでの経緯を以下に示す。 

 

  圧力指示計（ＰＩ－４５１Ｅ）は、建設時から約３０年経過し、メーカ製造
中止の情報から、予防保全として４号第１７回定期検査（以下、今回定検と

いう）で取り替えを行った。 

  当該指示計については、製造メーカーでの出荷検査、取替完了後、点検での
特性試験ならびに定期事業者検査（安全保護系設定値確認検査）において、

圧力指示計の特性に問題ないことを確認している（２０２０年１２月９日）

のに加え、運転員の巡回点検において、毎日１回、当該指示計の指示値の確
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認を行っており、当該指示計の不良を確認した２０２１年２月８日までの間、

不良は確認されていない。 

 

６．推定原因 

当該指示計の単体試験において、指示特性不良（基準値に対する指示計の値が

判定基準を逸脱）であることが認められたことから、当該指示計の単体不良と推

定した。 

当該指示計は、今回定検での取替後には、指示のずれはなく正しい値を示して

いたが、使用開始の１ヶ月後程度で不良が顕在化したものであり、指示値のずれ

が大きく、経年劣化による計器ドリフトのような特性変化の傾向を示したもので

はない。 

また、当該指示計と同形及び同種型式において、今回事象のように短期間に指

示値に大きなずれを生じる不具合経験もない。 

以上のことから、本計器単体の偶発的な故障の可能性が高いものと考えられる。 

 

７．対 策      （添付資料－６，７，８） 

（１）当該圧力指示計を予備品と取替え、健全性に問題がないことを確認した。

（２月８日実施済み） 

 

以 上 
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（添付資料）  

  １．大飯発電所原子炉施設保安規定（抜粋） 

  ２．加圧器圧力計４チャンネル指示値トレンド 

  ３．加圧器圧力計ループブロック概要図 

 ４．中央制御室外原子炉停止盤指示計不良に係る要因分析図 
 ５．中央制御室外原子炉停止盤指示計不良に係る点検内容 
 ６．当該指示計取替後の健全性確認結果 
７．中央制御室外原子炉停止盤計器指示値確認試験結果 

８．現地圧力指示計写真（取替後） 

９．中央制御室外原子炉停止盤指示計不良に係る点検工程 
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）に
よ
り
カ
ー
ド
出
力
電
圧
を
確
認
す
る
。

当
該
ア
ナ
ロ
グ
出
力
カ
ー
ド
の
タ
ッ
ピ
ン
グ
確
認
結
果
、

異
常
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
カ
ー
ド
出
力
電
圧
確
認
の
結
果
、
現
状
の
信
号

レ
ベ
ル
に
相
当
す
る
電
圧
値
で
あ
り
、
Ａ
Ｏ
試
験
の
結

果
に
つ
い
て
も
、
入
力
し
た
デ
ジ
タ
ル
値
に
相
当
す
る

電
圧
値
が
出
力
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
当
該
電
圧
値
は

許
容
誤
差
内
で
異
常
は
な
い
。

×
5
（1
／

4
）

5
（3
／

4
）

③
分
配
モ
ジ
ュ
ー
ル

分
配
モ
ジ
ュ
ー
ル
（入
力
側
）不
良
の
場
合
、
他
指
示
計
も
同
様
に
高
め
指
示
と
な
る
が
、
当
該
指
示
計
以
外
の
安
全
保
護
ア
ナ
ロ
グ

盤
監
視
パ
ネ
ル
、
プ
ラ
ン
ト
計
算
機
指
示
は
通
常
指
示
（
約
１
５
．
４
Ｍ
Ｐ
ａ
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
要
因
の
可
能
性
は
な
い
。

分
配
モ
ジ
ュ
ー
ル
（出
力
側
指
示
計
用
）不
良
の
場
合
、
当
該
指
示
計
指
示
が
高
め
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

Ａ
Ｏ
試
験
（デ
ー
タ
設
定
）に
よ
る
特
性
確
認
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
指
示
計
単
体
試

験
結
果
の
確
認
に
よ
り
、
分
配
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
影
響
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

Ａ
Ｏ
試
験
と
し
て
出
力
カ
ー
ド
－
分
配
モ
ジ
ュ
ー
ル
－

当
該
指
示
計
を
対
象
に
出
力
カ
ー
ド
に
デ
ジ
タ
ル
値
を

入
力
し
、
出
力
値
を
確
認
し
た
結
果
、
入
力
に
対
し
て

出
力
が
高
め
に
指
示
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

な
お
、
指
示
計
単
体
試
験
の
結
果
、
許
容
誤
差
を
逸

脱
し
て
お
り
、
指
示
計
単
体
不
良
と
判
断
で
き
る
た
め
、

分
配
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
異
常
は
な
い
。

×
5
（2
／

4
）

5
（3
／

4
）

,

④
出
力
端
子
の
緩
み

当
該
指
示
計
出
力
用
端
子
に
緩
み
が
生
じ
た
場
合
、
指
示
に
ふ
ら
つ
き
が
生
じ
る
が
、
変
動
は
認
め
ら
れ
ず
、
振
動
等
に
よ
る
緩
み
が

発
生
す
る
環
境
で
は
な
い
た
め
要
因
の
可
能
性
は
な
い
。

－
－

×
－

⑥
圧
力
指
示
計

（
P

I-
4
51

E
）

①
圧
力
指
示
計
の
特
性
不
良

圧
力
指
示
計
の
み
高
め
指
示
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
圧
力
指
示
計
単
体
の
不
良
が
考
え
ら
れ
る
。

外
観
点
検
及
び
当
該
指
示
計
の
タ
ッ
ピ
ン
グ
確
認
に
よ
る
指
示
変
化
有
無
を
確
認

す
る
。

ま
た
、
指
示
計
単
体
に
よ
る
特
性
確
認
を
実
施
す
る
。

外
観
点
検
お
よ
び
当
該
指
示
計
の
タ
ッ
ピ
ン
グ
確
認
の

結
果
、
異
常
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
当
該
指

示
計
の
単
体
試
験
を
実
施
し
た
結
果
、
入
力
に
対
し
て

出
力
が
高
め
に
指
示
し
て
お
り
指
示
計
特
性
不
良
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

〇
5
（2
／

4
）

5
（4
／

4
）

②
端
子
の
緩
み

端
子
に
緩
み
が
生
じ
た
場
合
、
指
示
に
ふ
ら
つ
き
が
生
じ
る
が
、
変
動
は
認
め
ら
れ
ず
、
振
動
等
に
よ
る
緩
み
が
発
生
す
る
環
境
で
は

な
い
た
め
要
因
の
可
能
性
は
な
い
。

－
－

×
－

加
圧
器
圧
力
計
（
Ｐ
Ｉ－
４
５
１
Ｅ
）

指
示
の
高
め

評
価
凡
例

×
：
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
な
い
も
の
、
△
：要
因
の
可
能
性
が
あ
る
も
の
、
〇
：
要
因

部
位

要
 

 
因

10

添付資料－４



中
央
制
御
室
外
原
子
炉
停
止
盤
指
示
計
不
良
に
係
る
点
検
内
容
（
１
／
４
）

確
認
結
果

当
該
ア
ナ
ログ
出
⼒
カー
ドの
タッ
ピン
グ
確
認
結
果
、異
常

は
認
め
られ
な
か
った
。

値
の
変
化
を
確
認

当
該
指
示
計

タ
ッピ
ン
グ

（
出
⼒
カ
ー
ド）

電
圧
値
確
認

（
出
力
カ
ー
ド
タ
ッ
ピ
ン
グ
）

添付資料－５（１／４）

11



中
央
制
御
室
外
原
子
炉
停
止
盤
指
示
計
不
良
に
係
る
点
検
内
容
（
２
／
４
）

確
認
結
果

外
観
点
検
お
よ
び
当
該
指
示
計
の
タッ
ピン
グ
確
認
の
結

果
、異
常
は
認
め
られ
な
か
った
。

外
観
点
検
お
よ
び
タ
ッピ
ン
グ

（
指
示
計
）

当
該
指
示
計

（
当
該
指
示
計
タ
ッ
ピ
ン
グ
）

添付資料－５（２／４）

12



中
央
制
御
室
外
原
子
炉
停
止
盤
指
示
計
不
良
に
係
る
点
検
内
容
（
３
／
４
）

確
認
結
果

【出
⼒
カー
ド】

カー
ド出
⼒
電
圧
確
認
の
結
果
、現
状
の
信
号
レ
ベ
ル
に
相
当
す

る
電
圧
値
で
あ
りア
ナ
ログ
出
⼒
カー
ド確
認
試
験
の
結
果
に
つ
い

て
も
、⼊
出
した
デ
ジ
タル
値
に
相
当
す
る
電
圧
値
が
出
⼒
され
て

お
り、
ま
た
、当
該
電
圧
値
は
許
容
誤
差
内
で
異
常
は
な
い
。

【分
配
モ
ジ
ュー
ル
】

Ａ
Ｏ
試
験
とし
て
出
⼒
カー
ド－
分
配
モ
ジ
ュー
ル
－
当
該
指
⽰

計
を
対
象
に
出
⼒
カー
ドに
デ
ジ
タル
値
を
⼊
⼒
し、
出
⼒
値
を
確

認
した
結
果
、⼊
⼒
に
対
して
出
⼒
が
常
に

0.
8M

Pa
程
度
⾼
め

に
指
示
して
い
る
こと
を
確
認
した
。

②
値
の
変
化
を
確
認

当
該
圧
⼒
指
⽰
計

模
擬
⼊
⼒
印
加 ①
出
⼒
電
圧
確
認

（
出
力
カ
ー
ド
Ａ
Ｏ
試
験
）

添付資料－５（３／４）

4
P

Y
-
45

1
B

B
4P

I-
4
51

E

ス
テ
ッ
プ

M
P

a
出
力
電
圧

V
指
示
計

(E
P

)M
P

a

0
.9

99
1
2
.1

2

1
1
1
.3

0
(1

.0
00

)
(1

1.
30

)

2
.1

52
1
3
.8

2

2
1
3
.0

0
(2

.1
53

)
(1

3.
00

)

2
.8

30
1
4
.8

4

3
1
4
.0

0
(2

.8
31

)
(1

4.
00

)

4
.1

86
1
6
.8

8

4
1
6
.0

0
(4

.1
86

)
(1

6.
00

)

4
.9

99
ov

e
r

5
1
7
.2

0
(5

.0
00

)
(1

7.
20

)

判
定
結
果

良
否

模
擬
入
力
値

A
O
試
験

①
②

13



中
央
制
御
室
外
原
子
炉
停
止
盤
指
示
計
不
良
に
係
る
点
検
内
容
（
４
／
４
）

確
認
結
果

【指
示
計
単
体
】

Ａ
Ｏ
試
験
とし
て
当
該
指
⽰
計
の
み
を対
象
に
デ
ジ
タル
値
を
⼊
⼒
し、
出

⼒
値
を
確
認
した
結
果
、⼊
⼒
に
対
して
出
⼒
が
常
に

0.
8M

Pa
程
度
⾼

め
に
指
示
して
い
る
こと
を
確
認
した
。

当
該
圧
⼒
指
⽰
計

模
擬
⼊
⼒
印
加

指
示
値
確
認

（
指
示
計
単
体
試
験
）

添付資料－５（４／４）

4
P

I-
4
5
1
E

ス
テ
ッ
プ

m
A

指
示
計

(E
P

)M
P

a

1
2
.1

0

1
4
.0

0
0

(1
1
.3

0
)

1
3
.6

0

2
8
.0

0
0

(1
2
.7

8
)

1
5
.1

0

3
1
2.

00
0

(1
4
.2

5
)

1
6
.5

9

4
1
6.

00
0

(1
5
.7

3
)

o
v
er

5
2
0.

00
0

(1
7
.2

0
)

判
定
結
果模
擬
入
力
値

否

指
示
計
単
体
試
験

AO
試
験
（
出
⼒
カー
ド〜
当
該
指
⽰
計
）
お
よ
び
指
⽰
計
単
体
試
験

の
結
果
、と
も
に
⼊
⼒
値
に
対
して

0.
8M

Pa
程
度
⾼
め
に
出
⼒
が
指
⽰
し

た
こと
か
ら、
当
該
指
⽰
計
が
不
良
で
あ
る
と推
定
した
。

14



当
該
指
示
計
取
替
後
の
健
全
性
確
認
結
果

当
該
圧
⼒
指
⽰
計

①
模
擬
⼊
⼒
印
加 ②
模
擬
⼊
⼒
印
加

指
示
値
確
認（
Ａ
Ｏ
試
験
お
よ
び
指
示
計
単
体
試
験
）

添付資料－６

4
P

I-
4
5
1E

ス
テ
ッ
プ

m
A

指
示
計

(E
P

)M
P

a

1
1.

3
1

1
4.

0
0
0

(1
1
.3

0
)

1
3.

0
1

2
8.

6
1
0

(1
3
.0

0
)

1
4.

0
0

3
1
1
.3

2
2

(1
4
.0

0
)

1
6.

0
0

4
1
6
.7

4
6

(1
6
.0

0
)

1
7.

2
0

5
2
0
.0

0
0

(1
7
.2

0
)

判
定
結
果模
擬
入
力
値

良

②
指
示
計
単
体
試
験

4
P

I-
4
5
1E

ス
テ
ッ
プ

M
P

a
指
示
計

(E
P

)M
P

a

1
1.

3
1

1
11

.3
0

(1
1
.3

0
)

1
3.

0
1

2
13

.0
0

(1
3
.0

0
)

1
4.

0
0

3
14

.0
0

(1
4
.0

0
)

1
6.

0
1

4
16

.0
0

(1
6
.0

0
)

1
7
.2

1

5
17

.2
0

(1
7
.2

0
)

判
定
結
果模
擬
入
力
値

良

①
A

O
試
験
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添付資料－７（２／３）
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現地圧力指示計写真（取替後） 
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8
9

10
11

12
13

14
15

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

1 2 3 4

：
予
定

：
実
績

中
央
制
御
室
外
原
子
炉
停
止
盤
指
示
計
不
良
に
係
る
点
検
工
程

計
器
ラ
ッ
ク
点
検

【
出
力
カ
ー
ド
タ
ッ
ピ
ン
グ
、
出
力
電
圧
確

認
、
特
性
確
認
】

Ｅ
Ｐ
盤
指
示
計
点
検

【
外
観
点
検
、
特
性
確
認
】

原
因
特
定
お
よ
び
措
置

 
作
業
内
容

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

 
 

 
時
間

作
業
準
備

2月
8
日

２
２
：１
５

Ｌ
Ｃ
Ｏ
逸
脱
か
ら

復
帰

０
８
：
１
０

Ｌ
Ｃ
Ｏ
逸
脱

▼

▼

添付資料－９
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